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年 取扱鐘物量(トン) 船舶乗降入量(人)

60 2，410.579 57.864 

61 3，545.504 67，359 

62 4，171，125 79.807 

63 4.733.867 81.438 

プE 5.212，559 76.109 

合計 20.073，634 362.577 

中
町
民
永
年
の
夢
で
あ
り
ま
し
た

一
大
洗
港
か
開
港
し
、
そ
し
て
5
年

一
の
歳
月
の
経
過
を
み
た
、
去
る
3

一
月
初
日
、
大
洗
港
開
港
5
間
年
記

一
念
式
典
、
(
主
催
・
大
洗
濯
蛮
(
協

一
会
・
会
長
竹
内
宏
大
洗
町
長
)
が

一
大
洗
パ

l
ク
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
間

一
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
こ
の
日
の
招
待
者
は
国
・
県
・

一
港
湾
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
元
か

一
ら
町
議
会
議
員
園
町
内
会
長
・
納

一
税
組
合
長
・
各
種
団
体
代
表
者
等

一
約
6
百
名
で
、
う
ち
約

5
r
E
Z

一
皆
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、
さ
し
も
の

一
大
き
な
会
場
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

一
記
念
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い
華
ゃ
い

一
だ
雰
間
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

一
定
刻
、
式
典
に
入
る
と
、
竹
内

一
宏
町
長
か
ら
、
「
大
洗
港
の
今
日

一
あ
る
は
、
加
藤
清
前
町
長
・
竹
内

一

一

-

一
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
政
官
界

の
皆
様
方
の
お
力
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
一
般
貨
物

船
や
フ
ェ
リ
ー
の
接
岸
岸
壁
等
、

港
湾
の
施
設
整
備
や
マ
リ

l
ナ
の

建
設
を
含
め
た
コ

i
ス
タ
ル
リ
ゾ

ー
ト
計
画
を
推
進
し
、
よ
り
充
実

し
た
港
湾
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
J
と
、
主
催
者
の
挨
拶
が
あ
り
、

次
い
で
、
竹
内
藤
男
県
知
事
か
ら

「
大
洗
フ
ェ
リ
ー
港
の
建
設
に
一

い
て
は
、
町
長
と
作
戦
を
練
り
、

ケ一田容

筑
波
万
博
の
関
連
事
業
(
海
か
ら

の
客
を
誘
致
す
る
)
と
し
て
取
り
組

み
、
工
事
b
予
想
以
上
に
進
捗
し
た

0

4
本
の
高
速
道
路
(
常
磐
自
動
車

道
・
北
関
東
自
動
車
道
・
東
関
東
自

動
車
道
・
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
)
と
4
つ
の
港
湾
(
鹿
島
港
・
大

洗
港
・
常
陸
那
珂
港
・
日
立
港
)
を

基
幹
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
燥
の
発

展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
L

旨
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

の
「
薗
田
憲
一
と
デ
キ
シ
!
、
キ
ン
グ

ス
」
の
楽
団
演
奏
の
な
か
、
な
ご
や

か
な
懇
親
会
に
入
り
、
開
港
5
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。

昭
和

ω年
3
月
、
大
洗
港
と
北
海

道
室
蘭
・
苫
小
牧
両
港
が
超
大
型
フ

ェ
リ
ー
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
か
ら
今

日
ま
で
の

5
年
の
聞
に
、
港
湾
の
繋

備
も
蒼
々
と
進
み
、
そ
れ
に
伴
な
う

商
港
機
能
の
、
よ
り
充
実
化
に
よ
り

物
流
も
活
発
化
し
、
北
関
東
の
海
の

玄
関
口
と
し
て
、
或
い
は
、
首
都
圏

の
物
流
基
地
と
し
て
、
順
調
な
推
移

(
別
図
の
と
お
り
)
を
示
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
更
に
大
洗
港

を
中
心
と
し
た
コ

i
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー

ト
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
物
流
、
産

業
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
各
施

設
も
整
備
さ
れ
、
機
能
し
、
希
望
の

港
と
し
て
益
々
発
展
し
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
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後
藤
亀
泉
選

一
屑
先
に
触
る
る
ば
か
り
に
初
模

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
待
ち
わ
び
て
い
た
桜
の
開
花

で
あ
る
。
初
桜
、
ま
た
初
花
と
も
一
言

、
っ
。
ち
ら
ほ
ら
咲
き
初
め
た
枚
々
を

仰
ぎ
つ
つ
遺
遥
す
る
と
き
、
わ
が
肩

に
触
れ
る
か
の
よ
う
に
低
く
綻
ぶ
花

を
見
付
け
た
の
で
あ
る
。
満
開
の
豊

艶
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
初
花
の
清

純
こ
そ
捨
て
が
た
い
。

堀
り
し
良
吉
岡
々
と
挙
げ
汐
子
の
子

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
陽
光
輝
く
波
打
ぎ
わ
の
波
の

下
か
ら
、
や
っ
と
堀
り
あ
て
た
一
つ

の
員
。
そ
れ
を
掌
に
た
か
だ
か
と
誇

示
す
る
子
。
こ
の
貝
は
こ
の
時
、
こ

本亙ぜ

Jら

ラizの
譜 金

者

平
成
2
年
度
の
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
さ
き
だ
っ
て
、
去
る
4
R
1
日

(
日
)
に
泉
友
会
(
関
根
精
一
代
表
外
四

名
)
の
皆
さ
ん
方
が
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
の
凶
年
間
、
ヮ

ン
サ
会
と
大
扇
会
の
皆
さ
ん
が
毎
年
欠

もも

の
7
7
に
と
っ
て
単
な
る
一
つ
の
只
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

今
日
も
ま
た
海
が
鳴
る
な
り
菜
種
梅
雨

髭

釜

稲

田

富

穂

〔
評
〕
菜
の
花
が
地
表
を
い
ち
め
ん
に

彩
る
頃
、
長
雨
が
う
つ
う
つ
と
降
り
続

く
。
春
隷
と
も
一
言
、
7
0

と
き
に
大
風
を

伴
い
、
花
の
嵐
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

雨
に
位
協
っ
て
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
今
日
も

ま
た
海
鳴
が
聞
こ
、
え
て
く
る
ば
か
り
だ
。

花
菜
擁
む
母
の
足
元
た
し
か
な
り

磯

浜

浅

見

道

子

(
評
〕
野
に
出
て
、
母
と
菜
の
花
を
摘

む
。
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
共
に

花
を
摘
み
な
が
ら
、
時
ど
き
母
の
足
元

仕っ
闘で

か
さ
ず
清
掃
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
奉

仕
作
業
で
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
も
あ

っ
て
、
会
員
の
1
人
で
あ
っ
た
小
泉
幸

造
さ
ん
を
中
心
に
綴
織
さ
れ
た
「
泉
友

会
」
に
引
き
継
れ
て
、
行
な
わ
れ
た
も

の
で
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
全
町
域
に
わ
た
っ

て
、
見
通
し
の
惑
い
辻
々
に
設
霞
さ
れ

る
重
要
な
交
通
安
全
施
設
で
、
そ
の
数

お
答
え
し
ま
す

過
日
、
「
一
町
民
」
の
方
か
ら
都
市

計
画
税
の
課
税
に
つ
い
て
の
投
書
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
答
え
し
ま
す
句

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
灰
一
域

の
う
ち
、
市
街
化
区
域
内
の
土
地
や

家
屋
に
か
か
る
税
金
で
す
。
税
率
は

U
%の
制
限
税
率
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
場
合
は

U
%で
あ
り
ま

に
視
線
を
馳
せ
る
。
思
い
の
外
確
か
な

母
の
足
取
り
に
安
堵
し
、
又
菜
の
花
を

摘
む
。

旅
心
誘
ふ
広
告
白
糊
伸
ぶ

大

賞

沼

山

佳

男

〔
評
)
新
聞
の
折
込
み
チ
ラ
シ
か
ら
も
、

紙
面
と
同
様
に
世
況
を
読
取
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
だ
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
よ
う

や
く
日
脚
が
伸
び
て
き
て
、
春
も
間
近

か
と
も
思
わ
れ
る
昨
今
、
旅
行
案
内
の

広
告
を
見
る
に
つ
け
、
し
き
り
に
旅
を

怒
っ
、
心
が
湧
き
あ
が
る
よ
、
つ
で
あ
る
。

鴨
な
べ
て
引
き
た
る
沼
の
波
静
か

磯

浜

村

沢

み

ち

を

〔
評
〕
大
挙
沼
に
飛
来
し
て
冬
を
過
し

て
い
た
鴨
も
、
春
風
と
共
に
北
へ
帰
っ

て
し
ま
っ
た
。
鴨
々
の
鳴
き
声
も
羽
音

も
問
、
え
な
く
な
り
、
す
っ
か
り
静
ま
り

返
っ
て
し
ま
っ
た
、
沼
。
波
の
音
さ
え
静

か
な
こ
と
で
あ
る
。

春
の
色
湛
へ
し
波
の
耀
け
る

明
神
町
叫
小
松
崎
藤
士
口

は
制
本
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
各
地
反
一

別
に
6
班
に
分
か
れ
て
、
各
自
持
ち
寄

り
の
が
ラ
ス
ク
リ

i
ナ
等
清
掃
旦
(
で
磨

き
上
げ
る
わ
け
で
す
。

伺
分
に
も
そ
の
数
が
多
い
た
め
時
間

も
か
か
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
午
前
9

時
か
ら
午
後
2
持
ま
で
の
長
い
時
間
、

尊
い
泰
仕
の
汗
を
流
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
/
こ
の
様
な
桧
の

御
努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
、
交
通
ル

ー
ル
を
良
く
守
っ
て
、
事
故
の
な
い
明

る
い
町
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
/

す。
都
市
計
画
税
は
、
目
的
税
で
あ
り

ま
す
の
で
、
運
動
公
閣
の
建
設
、
都

市
計
画
街
路
事
業
、
下
水
道
整
備
事

業
、
区
画
整
理
事
業
等
み
な
さ
ん

の
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

(
町
長
公
室
)

隠
れ
里
灯
と
も
る
こ
ろ
の
梅
の
花

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

池
の
魚
見
え
っ
か
く
れ
つ
水
ぬ
る
む

明

神

町

自

国

一

郎

病
む
友
の
部
震
に
明
る
き
花
菜
挿
す

明

神

町

田

中

勝

校

散
り
浮
き
し
梅
の
花
び
ら
露
天
風
呂

永

町

石

塚

芳

夫

沈
丁
の
香
の
満
ち
て
を
り
露
地
の
夜

祝

町

今

川

田

成

驚
の
声
に
明
け
暮
れ
過
疎
の
村

祝

町

今

川

う

め

病
良
く
な
り
つ
つ
春
の
短
憶
に
居

夏
海
大
震
一
千
代
子

フ
ェ
リ
ー
の
波
止
満
潮
や
風
光
る

磯

浜

飛

白

晃

江

病
院
の
窓
の
明
る
き
黄
水
仙

永

町

桜

井

政

士

口

この疋び、行政事務の効率化と住民のみなさんの利便の向上をi芯か

る定め!こ、組織機構と分掌事務の一部を日立正いだしまし定。

併せて、これに梓なう職員の人事異動も、平成2年4月守巴{すで行

われまし定。

新らだな、大洗83J機構臨を別表により掲載い疋しましだので、ご活

用下さい。

小谷経亮助役

町
長
公
室
長

吉

津

専
門
担
当
、
五
査

青

木

栄

五

郎

専!総

JlI門1m務
相 互果
当i 長

崎主1U1
査

義|康

A 
iι 

神霊
長

氷

税

措霊
長

山

収
納
課
長

八

木

住
民
謀
長

菅

谷

保
健
課
長

荻

沼

厚
生
課
長

飯

島

建

水量
長

村

都
市
計
画
課
長

和

白

忠

農
林
水
産
課
長

宮

本

友

自
出
男

国逸典武道光

彰衛男Bg 長日儀夫尚雄男
rムー，

女

政
策
推
進
係
長

高

瀬

好

秘

小宮
林長

総

小Z
mt是

管

花謀
長

井

プマ
1 

谷語
長

村

企
部
問
調
整
係
長

石

井

孝

財
政
係
長

白

土

課

永官
長

山

収

正納
係
長

木

住
民
係
長

藤

本

国
民
年
金
係
長

高

橋

忠

洋さ宇広芳光健弘

回
民
健
康
保
険
係
長

関

根

伸

行

保
健
衛
生
係
長

佐

久

間

伸

福
荷輩

f吊
長

口

生
活
環
境
係
長

桜

井

第

助品
川書

長
M 
ム、

都
子

第

2
保
育
所
長

船

橋

庸

建
設
管
理
係
長

関

根

土

石木
係

)11長

都
市
調
発
係
長

郡

司

治

下

米主
係

JlI '長

区
樹
整
理
係
長

小

話

健

農
政
係
長

大

谷

水
産
係
長

三

浦

安雅常

特
定
の
政
策
推
進
、
広
報
公
穂
、
住
民
、
人
権
、
行

政
相
談
、
原
子
力
広
報

秘
書
、
練
情
の
処
理

人
事
、
給
与
、
条
例
、
規
制
問
、
議
会
、
文
書
、
町
内

会
、
職
員
福
利
厚
生
、
戦
異
研
修
、
職
員
団
体

町
有
財
産
の
管
理
、
庁
舎
管
理
、
契
約
、
指
名
願
受

付
、
工
事
検
査

交
通
安
全
施
設
、
交
通
安
全
務
罰
体
の
育
成
、
交
通

安
全
運
動
、
防
犯

総
合
基
本
企
画
調
整
、
主
要
施
策
の
企
画
進
行
管
理
、

広
域
行
政
、
国
土
利
用
計
閥
、
紡
災
計
画
、
企
業
誘

致
統
計
隷
査
原
子
力
行
政
、
大
洗
港
計
画

町
財
政
計
額
、
歳
入
歳
出
予
算
決
算
、
監
査

町
田
町
民
税
の
賦
課
徴
収
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
、
納
税
組
合
、
納
税

証
明

町
県
民
税
の
滞
納
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
、
思

決
年
金
保
険
料
の
未
納
金
徴
収

済許戸
、可籍

人
口印伎
動鑑R:
態の纂
主主本
録台
及帳
ぴ
証外
明菌
、人

県登
民録
交、

通埋
災火
害葬
共の

屋
氏
年
金
、
福
祉
年
金

国
民
健
康
保
検
、
老
人
医
療
、
福
祉
医
療

進人保
団病健
体及衝
のび生
育精、

成神住
病民
対健
策康
、検

機診
能、

回母
復子
割li果
練健
、衛

健生
康、

増成

生
活
保
護
、
老
人
福
祉
、
心
身
障
害
者
福
祉
、
母
子

福
祉
、
児
童
福
祉
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護

場営町
管指営
環導公

、閣

j腐墓
沼地
水管
質理
浄、

化公
対審
策防
、止

空
地浄
対化
策機
、設

火置
葬運

保
育
業
務

保
育
業
務

設橋建
建、築

設i可基
の川準
技、法

術排の
的水指
指管導

導淫町

{可営
ilil! 
i紅毛

単霊
毛主トa又

是主

主護
施ベ

道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
排
水
等
諸
土
木
工
事
、
急
傾

斜
地
妥
備

都
市
計
眠
、
総
合
運
動
公
間
建
設
、
公
関
緑
地
、
屋

外
広
告
物
許
可

公
共
下
水
道
建
設

桜
道
土
地
区
磁
整
理
、
組
合
施
行
事
業
育
成
指
導

木害農
、及林

農び業
業家の
共畜振
済伝興
、染、

松病農
食紡業
い除団
虫、体

紡二kの
徐I也育
改成
良
及農
ぴ作
農物
業病
土虫

漁
業
及
ぴ
水
産
加
工
業
の
振
興
由
育
成
、
漁
港
、
水
難

救
済
事
業

冷
凍
冷
蔵
庫
の
管
理
運
営
、
地
方
卸
売
市
場
の
管
理

運
営



L、らあおお 王子成2年5月5日

「思いやり」のこころで築こう謎通安金

(開告自~特由)

お回題窃r:=:::::J/kJき
る
4
月
日
日
(
金
)
に
、
母
と
予
の

ム
シ
歯
予
防
教
室
が
町
漁
村
セ
ン
タ
!

を
会
場
に
間
か
れ
、
町
内
の
可
愛
い
幼

児
た
ち
一
七
回
人
が
お
母
さ
ん
達
に
予

を
ひ
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
子
供
達
に
多
い
ム
シ

歯
を
家
族
ぐ
る
み
で
予
防
し
、
歯
の
健

康
を
守
ろ
う
と
、
歯
の
正
し
い
み
が

き
方
と
フ
ッ
化
物
の
塗
布
を
行
な
う

も
の
で
、
大
洗
町
歯
科
医
師
会
と
大
洗

町
が
、
財
団
法
人
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生

研
究
所
の
協
賛
を
得
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

(3)第221号

よ
い
予
た
ち
は
究
ず
、
研
究
所
の
お

姉
さ
ん
た
ち
か
ら
「
ム
シ
歯
の
予
防
の

お
話
」
を
聞
き
、
次
い
で
、
「
歯
の
み
が

き
方
の
練
習
」
、
歯
科
医
師
の
先
生
に

よ
る
「
歯
の
健
康
相
談
」
と
頗
次
説
明

と
指
導
を
受
け
、
最
後
に
「
フ
ッ
化
物

の
塗
一
布
」
を
行
な
い
終
り
ま
し
た
。

今
盟
は
、
全
町
内
2
歳
半
か
ら
5
歳

ま
で
の
幼
児
た
ち
を
対
象
と
し
ま
し
た

が
、
多
人
数
の
た
め
関
係
者
の
皆
さ
ん

も
朝
の
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
大
忙

し
の
一
日
で
し
た
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
町
の
内
外
で

絶
え
る
こ
と
な
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
県
で
も
毎
年
、
茨
城
県
交
通
対
策

協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
各
関
係
機
関

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
諸
国
体
が
一
丸
と
な

っ
て
、
事
故
撲
滅
の
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
一
向
に
お
と
ろ
え
を
み
せ

ま
せ
ん
。

納

γ

年

時

代

脅

議

会
開
文
化
輪
開
漉
金
交

校
野
球
大
会
に
山
山
場
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

い
た
の
に
、
野
球
部
員
の
暴
力
事
件
で

涙
を
の
ん
だ
こ
と
を
引
合
い
に
出
し

「
ボ
ク
は
肝
心
の
と
こ
ろ
で
、
い
つ
も

ダ
メ
に
な
る
運
命
を
持
っ
て
い
る
」
と
、

し
き
り
に
ボ
ヤ
イ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
の
売
れ
っ
子
ぶ
り
を
み
る
と

「
人
生
万
事
案
翁
が
鳥
」
を
地
で
い
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

全
体
的
に

H

ほ
と
ん
ど
漫
談
U

で、

ム
広
場
を
結
構
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
小
気
味
良
い
毒
舌
を
、
あ
ま
り
開

け
な
か
っ
た
の
が
ち
ょ
っ
と
も
の
足
り
な

い
講
演
会
で
し
た
。
(
入
場
者
約
蜘
名
)

3
月
幻
日
(
金
)
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
で
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
江
本

孟
紀
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

江
本
氏
と
い
え
ば
一
花
阪
神
タ
イ
ガ

i

ス
の
巧
投
手
と
し
て
鳴
ら
し
、
現
在
で

は
歯
に
衣
を
一
着
せ
ぬ
解
説
者
と
し
て
有

名
1

大
方
の
聴
衆
は
、
プ
ロ
野
球
の
ど

ん
な
裏
話
が
聞
け
る
か
と
期
待
し
て
集

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
江
本
氏
も
講
演
の
開
街
頭
で

「
野
球
を
知
ら
な
い
方
も
い
ら
れ
る
よ

う
で
す
の
で
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
勝

手
な
思
い
込
み
(
知
ら
な
け
れ
ば
会
場

に
来
な
い
)
を
し
た
の
か
、
野
球
少
年

時
代
の
話
が
、
主
と
な
り

ま
し
た
。

高
知
出
身
で
、
地
元

で
は
天
才
野
球
少
年
と

い
わ
れ
、
高
知
商
業
で

も
エ

i
ス
。
ノ

i
コ
ン

で
も
ス
ピ
ー
ド
は
抜
群

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た

と
の
こ
と
。

徳
島
代
表
と
の
試
合

に
勝
ち
、
春
の
選
抜
高

る

各
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
大
い
に
自
覚
し
、

基
本
的
な
交
通
ル

i
ル
を
守
り
、
他
人

へ
の
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
、
皆

ん
な
の
カ
で
解
決
に
努
力
し
ま
し
ょ
九

O
安
全
は
出
せ
る
ス
ピ
ー
ド

出
さ
な
い
勇
気

O
心
に
も
つ
け
よ
う

正
し
い
し
ん
ご
う
き

高
出
?
で
通
学
期
自
転
車
の
」

安

全

点

検

を

奉

仕

一

l
i
l
i
-
-ー
大
洗
地
藍
輸
業
組
合
l

L

学
区
の
広
い
南
中
学
校
で
は
、
遠
距
ま
す
。

離
通
学
者
に
自
転
車
の
使
用
を
許
可
し
今
年
も
、
去
る
4
月
口
日
(
火
)
に
皆

て
い
ま
す
が
、
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
さ
ん
が
南
中
に
集
ま
り
、
朝
の
9
時
半

た
め
、
大
洗
地
区
輸
業
組
合
(
小
沼
峰
か
ら
午
前
中
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て
、
金

雄
・
古
沢
重
雄
・
藤
沼
真
一
・
中
山
際
・
専
の
点
検
と
調
整
、
軽
易
な
故
障
の
修

榎
沢
貞
男
の
各
氏
)
で
は
毎
年
、
春
の
繕
更
に
は
、
破
損
ヶ
所
や
整
備
不
良
率

交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
自
転
車
の
に
つ
い
て
の
指
摘
を
行
い
、
あ
わ
せ
て

点
検
・
調
整
の
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
い
自
転
車
の
傷
害
保
険
で
あ
る
T
-
S
7

ー
ク
の
推
進
を
は
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
点
検
台
数
は
ね
台
、
援
備
不

良
家
は
問
ム
ロ
で
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
交
通
事
故
の
恐

し
さ
を
十
分
認
識
し
、
自
分
の
自
転
車

は
何
時
も
正
常
な
状
態
で
使
用
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
事
業
管
理
者

竹

内

宏

議
会
議
長

和

田

{変

雄

選
挙
管
理
委
員
会

農

業

委

員

会

商
工
観
光
課
長

小

松

崎

力

一

部

マ
リ
ン
タ
ワ

i
銘
長

江

橋

源

市

清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

吉

川

広

男

町
民
会
舘
長

坂

本

次

出
納
室
長

大

谷

義

水
道
課
長

大

貫

正

事
務
局
長

鈴

木

博

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
i
ミ
ナ
ル
所
長

細

川

鈴

木

博

之

議
会
事
務
局
長

宮

本

(務選

田香
山芸

員

康喜
衛E

農
業
委
員
会
事
務
局
長

側

宮

本

友

安

自日治リ
ロ同尺之明

商

小I

松豊
崎謀

長

管
理
係
長

芳

賀

山
山
納
係
長

関

根

総
小務

係

沼長

J背
自防

係
長

土

第
一
中
隊
長

石

塚

第
二
中
隊
長

金

沢

庶
務
係
長

海

野

営

米吉
JI! 1歪

施

小詰
沼長

学
校
教
育
係
長

田

中

重

社
会
教
育
係
長

高

橋

正

運
動
公
開
邸
施
設
管
理
係
長

井

上

裕

美

書
記
長
代
理

細
川
小
沼

事
務
局
長
代
理

崎

明

大

谷

常 真洋清正正捕
侍洋

忠

路
工
業
の
振
興
、
観
光
業
の
振
興
、
商
工
間
体
の
育

成
、
観
光
団
体
の
育
成
、
消
費
者
行
政
、
貯
叢
推
進

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
管
理
運
営

一
般
廃
棄
物
の
収
集
処
理

町
民
会
館
の
運
営
、
管
理

樽

歳
入
歳
出
予
算
の
収
支
決
算
、
現
金
出
納
及
び
預
入
、

物
口
問
出
納
及
び
保
管
、
現
金
及
び
基
金
管
還

人
事
、
条
例
、
規
則
、
教
養
、
文
書
管
穫
、
消
防
関

事
務

建
築
同
意
、
防
火
指
導
、
危
険
物
等
規
制
、
火
災
原

因
調
査
、
消
防
計
画
、
警
戒
、
防
ぎ
ょ
、
警
報
発
令

栄

水
火
災
等
盤
国
防
活
動
、
防
火
対
象
物
、
危
険
物
製
造

所
生
寸
の
調
査
並
び
に
立
入
検
査
、
機
械
器
具
の
保
全
、

地
理
水
利
調
査
保
全
、
各
種
訓
練
、
救
急
救
助
活
動
、

医
療
機
関
と
の
連
絡

治広

業
務
の
総
合
調
整
、
予
算
、
決
算
、
会
計
事
務
管
理

契
約
、
広
報

営
業
の
企
画
、
業
務
統
計
、
検
針
、
水
道
料
金
調
定

徴
収

美

施
設
の
維
持
管
理
、
施
設
の
設
計
施
工
、
資
材
管
理

水
質
管
理

毅

小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
鼠
基
本
計
画
推
進
、
同
施

設
設
備
事
務
、
そ
の
他
補
助
事
務

彦

社
会
教
育
、
文
化
財
保
護
、
青
少
年
育
成
指
導

社
会
体
育
、
運
動
公
開
閉
施
設
管
理

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
管
理

議
会
運
営
事
務

選
挙
の
管
理
執
行

夫

審に農
議関業
進すに
透る関
、答す

農申る
業、振

者農輿
年地計
金の酒

転の
用樹
、立

交及
換ぴ
、笑

売施
賓の
等推
の進
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端
的
関
関
購
開
閉
髄
鰻
L
m
一
位
盟
関
醸
/

季
節
も
温
か
く
な
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
軟
式
野
球
を
行
う
の
に
絶
好
の
シ

ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、

一
中
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
施
設
開
放

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

女
開
放
期
間

平
成
2
年
5
月
1
臼

i
日
月
白
日

食
開
放
時
間

午
後
7
時
j

9
時

(
2
時
間
)

女
使
用
料

町
内
チ
i
ム

町
外
チ

l
ム

食
申
込
み
方
法

毎
月
1
日
・
目
白
(
日
・
祭
自
の
場
合

は
、
翌
日
)
の
午
前
9
時
に
行
わ
れ

る
抽
選
会
で
決
定
し
ま
す
。
但
し
、

第
1
回
目
の
抽
選
会
は
、

4
月
回
目

(
火
)
に
行
い
ま
す
。

O
抽
選
会
場

1
中
央
公
民
館
事
務
案

開
放
日
(
貸
出
日
)
及
ぴ
抽
選
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一O
、三
0
0円

L、

11考

らあおお

月
2
千
円

画バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
し
て
、
良
き
仲

間
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

加
入
ご
希
望
の
方
は
、
次
に
よ
り
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

@
募
集
要
項

O
大
洗
町
に
在
住
又
は
勤
務
さ
れ
て
い

る
方

O
会

費

パ
ド
患
ン
ト
ン
タ

概
略
轟

品
一
品

O
練
習
お

平成2年5月58

一一

O
、六

O
O円

火|火

関

金|金j火

放

日

5
月
1
8
1
5
月
日
5

5
月
日
日
1
5
月
目
白

6
月
1
日
1
6
月
日
日

6
月
訪
日
1
6
月
初
日

7
月
1
a
l
7
月
日
日

7
月
日
日
1
7
月
白
5

8
月
1
日
j
8
月
日
日

8
月
日
日
1
8
月
紅
白

9
月
1
B
1
9
月
日
日

9
月
刊
日
1
9
月
初
日

目
月
1
8
1
日
月
目
白

羽
月
日
口
u
j
m
丹
羽
白

自翼
臼月

い
か
な
る

鍵何日目

大
洗
釘
で
は
、
前
政
施
行
却
周
年
事

業
と
し
て
、
さ
る
昭
和
白
年
3
月
に

「
大
洗
町
史
(
通
史
編
)
L

を
発
行
い
た

し
ま
し
た
。

郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
、
貴
重
な

資
料
と
し
て
広
く
み
な
さ
ん
に
お
奨
め

し
ま
す
。

⑧
限
定
出
版
で
あ
り
、
残
部
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
希
望

の
方
は
こ
の
機
会
に
是
非
お
求
め

く
だ
さ
い
。

品
開
価
格

3
千
側
円
(
消
費
税
込
み
)

送
料
削
円

大
洗
町
教
育
委
員
会

一T
即
日
東
茨
城
郡
大
洗

町
磯
浜
町
制
ー
|
槌

電

話

伺

i
2
4
1
1

※
郵
送
料
を
含
め
、
現
金
書
留
で
送
金

さ
れ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
。

品
開
申
込
先

「
大
洗
時
史
追
録
」
の
無
料
鰻
布

大
洗
町
史
(
通
史
一
線
)
を
購
入
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
今
回
発
行
の
『
大
洗

町
史
追
録
』
を
無
料
で
頒
布
し
ま
す
。

食
申
込
受
付
大
洗
町
教
育
委
員
会
l

社
会
教
育
係
(
官
邸
1
2
4
1
1
)

f愛犬家の龍さまへJJ

狂
犬
病
予
勝
詮
離
と

登
録
の
実
路
じ
つ
い
て

次
の
日
程
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
が
絹
わ
れ
て
い
る
愛
犬
の
狂
犬
病
予

防
注
射
と
登
録
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

O
料
金
・
手
数
料
5
千
円

O
担
当
鈴
木
獣
医
(
盟
問
1
2
2
0
6
)

女
な
お
、
当
日
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
担
当
獣
医
に
出
向
き

行
っ
て
下
さ
い
。

臼

6月4日

(月)

6月5日
ゆ

(火)

期

6月6日

(水)

6月7日

(木)

第
l
集

大
洗
釘
の
小
字
地
名
集

5
2
0
円

守
山
藩
史
料
(
上
)

ー、
0
3
0
円

大
洗
町
の
漁
業
関
係
史

料
集

8
2
0
円

難
波
船
記
録
(
上
)

ー、
3
4
0
円

難
波
船
記
録
(
下
)

ー、
2
4
0
円

守
山
藩
史
料
(
下
)

ー、
0
3
0
円

③
 

第
2
集

第
3
集

第
5
集

第
6
集

第
7
集

〈高

盤
口
移
品
品
購
v

の欄
V

寄繭
v
m
縮

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
国
意
の
寄

附
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
古
切
手
1

袋

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

代

表

山

崎

正

殿

一
、
古
切
手
i
袋
及
び
口

i
タ

ス
ク
ー
ポ
ン
i
袋

夏
海
小
学
校
殿

一
、
金
|
万
円

磯
浜
町
側
関
根
攻
殿

一
、
金
4
万
5
千
円

大
洗
町
居
住
県
庁
職
員

関
根
新
一
・
外
H
名
殿

一
、
金
9
子
制
円

関
東
銀
行
大
洗
支
庖
殿

一
、
金
i
万
川
円

動
燃
大
洗
車
河
婦
部
殿

〈開会せ先〉

事選議襲警襲醸

構審議

「

分

す

司
d

，、
l

o

t

一
恥
一
喝
崎
山
岬

し
活
札
口
一

4
J

》

〉

午

談

時

関
野
古
制

お
内
hu
岬

ぺ

昨

も

A
g
船

十

駅

炎

幽

午

に

水

諸

伶

騒

躍

身

逓

桂

符

ぷ

金

親

毎

ザ
」
九
回

J

均

一

問

に

の

部

駒

締

結

活

草

月

総

相

自言

E

・
・
の
士

一

帯

鰹

同

門

護

鯵

談

専

弁

a

唱
板
。
。

社団法人 日本損害保険協会

水戸由動車保験講求相談セン
水戸市議1IIJ3-4-57水戸セントラルピJl，5階(農林中央金庫すじむかい)水戸調査事務所内 ft0292-25-1331

(H .2.4.13現在)

催事内容

日本水道協会茨城察支部主催

水戸地区交通安全協会主後

あおいうみ保育園主催

倫理研究所大洗支所主催

茨城県民話民舞連合会主催

茨城県腎臓病患者連絡協議会主催

三大洗文住センター行事予定褒 (5/5"""6/4)

開催日 i開総時間 j 催 事 名

10日(木) I 10 : 00 I 平成 2年度責任技術者受験者講習会

11 日(金) I 9: 30 I逆 転 免 許 吏 新 時 講 習 会

12 日(土) I 15ω I rきたがわてつ」コンサート

13 日(日) I 13 : ω i 婦 人 倫 理 講 演 会

27日(日) I 9: 00 I第14回茨城の民謡コンク ル大会

3 日(日) I 10: 00 I茨腎協第 19 回 総 会 [ホ

来立三な催しのみです。詳しくは文化センター岱66-2411へお問合せ下さい。

お
子
様
の
頭
は
、
身
体
と
比
較
し
て

大
き
め
で
あ
り
、
身
体
自
身
も
未
発
達

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
こ
ろ
ん
だ
り

高
い
所
か
ら
落
ち
て
頭
を
打
つ
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、

お
子
さ
ん
に
多
い
事
故
の
一
つ
で
あ
る

グ
頭
を
打
っ
た
時
。
の
対
応
を
考
え
て

み
た
い
と
患
い
ま
す
。

ま
ず
、
頭
を
打
っ
た
時
す
ぐ
泣
き
、

そ
の
後
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で

機
嫌
も
良
く
、
食
欲
も
あ
る
よ
う
で
し

た
ら
は
ほ
心
配
な
い
と
考
え
て
よ
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ブ
が
で
き
て
い
る
場
合

は
、
冷
し
て
様
子
を
み
て
下
さ
い
。

す
ぐ
に
医
師
へ
み
せ
て
い
た
だ
き
た

保健センター

だよ り

原研住宅

宮島功太郎ちゃん

( 1歳 7ヶ月)

6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 月
/ / / / / / / / / / / 

(木)7 附 31ヤ'j()30 (刈29幽 25休:)24(月)21 術 17(木)10 (7付 9 段

手L 8 ホ壬 反ツ 破ジ百 母 経 手L
日

フ
ロ 脅生 事f丈 傷テ日

児
C 生

応ル
歳

子 主主 児 診
G 

ポ 一風ア咳
児

ポ
査 業

健 検 ク 予 キ目 健
接 オ R方 健 オ

投与 接 投与
本自 名

E三a会J、 種 査ン 種 診 言生 E会 談

生生 リ学 生 学 生 (母 主主 生生 成
後後 ン校 後 校 後 歳 都合な品 後 後後 人
6 2 反及 3 及 24 σ〉 に 及 3 6 2 

病者患
発せ

カ カ 応び カ び カ 誕 よ ぴ カ カカ

月月
変検一般

月 月 生 1)芋L 月 月月
¥ ¥ 脅生 lこ 変子宙 功児 ¥ ¥ 及
7 3 がも 48 も 48 達 48 7 3 ぴ

象
カ カ 陰れ カ

者れ
カ し

場合あるも

カ カカ

月月 性者 月 月 た 月 月月 自主
(7)σ〕 ので σ〉 。〉 者 (7) σ)17) 住
者者 者ツ 者 者 者 者 者 民

名
J丈

ノレ すま

ク

l I l 1 l 1 9 I 1 1 

付草受寺
2時 2時 2時 2時 2時 2時 11持 2時 2時 2時
待。。 時 15時 15時 15時 15時 00時 30時 15時 00時 00
00分 15分 15分 15分 15分 00分 30分 15分 00分 00分

罪号分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

務
器
関
脇
ど

φ
ザ
φ
鰻

融

機

い
の
は
、
頭
を
打
っ
た
あ
と
「
意
識
を

失
う
・
吐
き
気
や
吐
く
・
鼻
や
耳
か
ら

の
出
血
・
熱
も
な
く
ひ
き
つ
け
る
」
こ

う
し
た
疲
状
が
あ
る
場
合
で
す
。
時
に

は
打
っ
た
直
後
で
な
く
、
数
ヶ
月
あ
と

に
症
状
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
交
通
事
故
や
よ
ほ
ど
高
い
所

か
ら
落
ち
た
時
は
、
特
に
症
状
が
変
わ

ら
な
い
様
子
で
も
医
師
へ
み
せ
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
、
好
奇
心
が
一
杯
で
怖

い
も
の
知
ら
ず
で
す
。
過
保
護
に
な
ら

ず
に
大
人
が
ち
ょ
っ
と
気
を
配
り
、
思

い
つ
き
り
遊
ば
せ
て
下
さ
い
。

(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

「
機
能
囲
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
5
月
日
日
樹

0
5
月
訪
日
同

0
5
月
四
日
樹

0
5
月

nsω

0
5
月
初
日
樹

0
5
丹
羽
目
制

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
l
午
後
3
時
)

頭
を
打
っ
た
と
き
の
処
置

0
5
月
8
8
附
専
門
療
法
士
来
所

0
6
月
5
白川
w

専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

ω毎
月
1
日
、
日
日
の
午
前
9
時
に
行
わ
れ
る
抽
選
会
へ
の
遅
刻
は
、

理
由
が
あ
っ
て
も
認
め
ま
せ
ん
。

ω抽
選
は
1
人
工
回
と
し
、
他
チ
l
ム
の
代
理
抽
選
は
一
切
認
め
ま
せ
ん
。

ω車
の
駐
車
は
、
片
側
駐
車
と
す
る
。

凶
車
の
走
行
は
、
一
区
画
整
理
内
で
は
徐
行
と
し
、
み
だ
り
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴

ら
さ
な
い
こ
と
。

同
民
家
の
出
入
り
口
前
の
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

附
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
等
は
、
利
回
出
団
体
で
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
。

毎
週
月
間
唱
日
・
木
耀
日

(
午
後
7
時
j

9
時
)

O
場
所
磯
浜
小
学
校
(
体
育
館
)

〈
申
込
み
・
開
会
せ
先
〉

鈴
木
第
次

T
E
L
訂

2
4
9
9

宮

本

勉

T
E
L
U
1
2
3
4
0

肥
田
顕
子

T
E
L
U
1
4
5
8
7

(
※
午
後
6
時
以
降
に
願
い
ま
す
)


